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�※２００６年３月末現在　外国人含む
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平成１８年５月１日 �
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　平成１８年４月１３日に開催された第６回神河町議会臨時会において、立

垣昇氏の助役選任議案が提出され、議会の同意を得て同日助役に就任しま

した。

（助役略歴） 

・大河内町収入役（平成１３年１０月１日～平成１５年６月３０日） 

・大河内町助役　 （平成１５年７月１日～平成１７年１１月６日） 

平成１８年３月３１日付退職者
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異 動 前 職 名異 動 後 職 名氏　　　名
地籍課課長補佐商工観光課課長補佐日 和 哲 朗
企画課係長建設課係長（福崎土木事務所派遣）平 野 禎 智
総務課係長環境防災課係長井 出　 博
環境防災課係長企画課係長藤 原 一 宏
議会事務局主査地籍課主査羽 岡 幹 雄
情報広報課主事総務課主査（県民局市町振興課派遣）安 田 明 彦
住民生活課主事住民生活課主査齊 藤　 斉
企画課主事住民生活課主事瀬　 良　 志 穂 美
粟賀幼稚園主任教諭大山幼稚園主任教諭池 内 道 子
大山幼稚園主任教諭粟賀幼稚園主任教諭立 岩 秀 代
粟賀幼稚園主任教諭川上幼稚園主任教諭澤 田 道 代
寺前幼稚園教諭粟賀幼稚園教諭井 上 聡 明
粟賀幼稚園教諭寺前幼稚園教諭廣　 納　 り つ 子
川上幼稚園教諭寺前幼稚園教諭中　 嶋　 亜 由 美
上小田幼稚園教諭南小田幼稚園教諭大　 中　 美 智 子
上小田小学校用務員大河内中学校用務員 正 城　 満

平成１８年４月１日付人事異動

所　　　　属氏　　　名
税務課参事佐 想 弘 志
総務課課長補佐大 仲　 梓



　合併による在任特例期間満了に伴い、神河町議会議員選挙を４月１８日（火）に告示、４月２３日（日）
に執行しました。
　告示日の翌日から町内３箇所の期日前投票所（本庁舎、神崎支庁舎、長谷支所）で期日前投票を受
付けたところ、本庁舎で５７３人、神崎支庁舎で１,４２７人、長谷支所で２０２人の方々が投票をされま
した。また、投票日当日には町内２５箇所の投票所を設置し、午前７時から午後８時まで投票を受付け
ました。
　当日有権者数は、全体で１０,７５９人、投票総数は９,３８１人、投票率は８７.１９％の結果となりました。
午後８時に投票を締め切った後、引続き午後９時１５分から開票事務と選挙会を合わせて開催し、当選
人を決定、翌日の２４日には、当選人に対し当選証書の附与を行いました。
　投票区別の投票状況は、以下のとおりです。なお、候補者別の得票数等については、裏面のとおり
です。

� � � � � � � �（期日前投票を含む）

投票率（％）投票者数（人）有権者数（人）区　　　　名投票区

９１.３０１８９２０７新 田 ・ 作 畑１

９４.３５２３４２４８大 畑２

９２.７３３１９３４４越 知３

９３.３０１９５２０９岩 屋４

８９.７３３３２３７０根 宇 野５

９３.９５４５０４７９山 田６

８５.２９５６８６６６中 村７

８４.７９３６８４３４粟 賀 町８

８３.６４５８８７０３福 本９

８５.９２４７６５５４貝 野 ・ 寺 野１０

８６.３１６４３７４５柏尾・加納・東柏尾１１

８９.７９６０７６７６吉 冨１２

８６.１９２０６２３９杉１３

９５.５７２５９２７１大 山１４

８４.８２３２４３８２猪 篠１５

８３.６４３２２３８５新 野１６

８７.５４２５３２８９野 村１７

８２.３７８８８１,０７８比延・寺前・上岩１８

８２.３０２６５３２２鍛 治１９

９１.６０２４０２６２大 河２０

８３.９４３６６４３６高 朝 田 ・ 宮 野２１

８７.９２３１３３５６南 小 田２２

８７.２６１８５２１２上 小 田２３

８２.５１１８４２２３川 上２４

９０.７３６０７６６９長 谷 ・ 栗 ・ 渕２５

８７.１９９,３８１１０,７５９合　　　　　計
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　　　　　　　　　　　　　　　　（①得票数　②党派・新現の別　③住所　④年齢）
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（敬称略・得票数順）
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所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
写

し
（
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
加

入
者
の
場
合
）

�
所
得
証
明
書
（
当
該
市
町
村
に

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
住
所
が

な
か
っ
た
場
合
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
窓
口
（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で

の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小

学
校
６
年
生
（　

歳
到
達
後
最
初

１２

の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ

い
て
は
、
市
区
町
村
の
窓
口
（
公

務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で
、
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請

求
は
、
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１８

３０

受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護

者
の
方
は
、
特
段
の
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
記
に

該
当
し
な
い
保
護
者
の
方
で
、
次

の
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認

定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定

請
求
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
保
護
者
の
方
は
額
改
定
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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第
１
子
・
第
２
子　
　

５
千
円

　

第
３
子　
　
　
　
　
　

１
万
円

�
�
�
�

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
・
６
・

　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

１０が
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

前
年
の
所
得
額
で
判
定
し
ま
す
。

　
（　

年
４
月
か
ら
）

１８
�

�

�

�

�

�

�
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所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額

は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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����������　（単位：万円）

サラリーマン
（厚生年金加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族
等の数

５３２.０４６０.００人
５７０.０４９８.０１人
６０８.０５３６.０２人
６４６.０５７４.０３人
６８４.０６１２.０４人
７２２.０６５０.０５人

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
��

�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



平成１８年５月１日 �

　

町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策
を

行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
予
算
が
一
般
会
計
で

す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
一
般
事
業

と
切
り
離
し
、
独
立
し
た
経
理
で
行
う
特
別

会
計
。
神
河
町
の
場
合
は　

の
特
別
会
計
が

１２

あ
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
も
の
で
、
神
河
町
の
場
合
は
上
下
水

道
事
業
と
病
院
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
歳
出

全
般
に
わ
た
り
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
る

義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）

の
う
ち
、
人
件
費
は
退
職
職
員
の
不
補
充
に

よ
る
人
員
削
減
な
ど
で　

億
１
２
７
３
万
円

１６

と
な
り
、
今
後
に
お
い
て
も
給
与
な
ど
の
適

正
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
扶
助
費
は
少
子

高
齢
化
な
ど
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
今
後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
借
り
入
れ
た

元
金
と
利
子
を
支
払
う
公
債
費
は　

億
６
７

１３

５
７
万
円
と
見
込
み
、　

・　

年
度
が
ピ
ー

１９

２０

ク
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

各
種
団
体
の
補
助
費
等
は
、
旧
両
町
の　

年
１７

度
の
当
初
予
算
を
合
算
し
た
額
を
限
度
と
し
、

が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納
す
る
自
主
財
源
は
、

　

億
７
１
２
６
万
円
で
、
歳
入
全
体
の　

・

２９

３５

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
は　

億
２
０
６

２２

８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
町
税
の
う
ち
固
定
資
産
税
の
大

河
内
水
力
発
電
所
の
償
却
資
産
が
年
々
減
少

し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
町
税
収
入
の

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
そ
し
て
、

財
源
不
足
を
賄
う
た
め
財
政
調
整
基
金
等
か

ら
２
億
７
６
６
４
万
円
を
繰
り
入
れ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補
助
金

や
交
付
金
は
依
存
財
源
と
し
て　

・
１
％
を

６４

占
め
、　

億
８
８
７
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

５４

す
。

　

こ
の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
、

三
位
一
体
の
改
革
、
国
勢
調
査
人
口
の
減
少

等
の
影
響
に
よ
り　

億
３
８
０
０
万
円
を
予

２０

定
し
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金
は
、

　

億
４
５
９
９
万
円
、
そ
し
て
町
が
建
設
事

１０業
な
ど
に
充
て
る
た
め
の
借
入
金
で
あ
る
町

債
は　

億
９
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１４
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ま
ず
、
歳
入
の
状
況
を
見
て
み
ま
す
。
町



� ������������

合
併
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
と
し
た
結
果　

億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

１６

投
資
的
な
建
設
事
業
は
、
新
町
建
設
計
画
に
沿
い
年
次
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で

　

億
８
７
６
万
円
と
な
り
、
来
年
度
以
降
も
円
滑
に
事
業
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

１８
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こ
こ
で
は
「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
う
指
標
を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ
う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入

で
き
る
お
金
の
う
ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の
よ
う
に
必
ず
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
か
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、
高
い
ほ
ど
町
の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
財
政
の
健
全
化
を
表
す
指
標
の
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、
当
町

の
予
算
で
は
１
０
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
計
に
例
え
て
み
る
と
、

給
料
な
ど
の
収
入
だ
け
で
は
教
育
費
や
食
費
、
光
熱
水
費
な
ど
の
生
活
費
が
ま
か
な

え
な
い
と
い
う
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
充
分
踏
ま
え
、
歳
出
に
つ
い
て
は
厳
し

く
管
理
し
な
が
ら
予
算
執
行
に
あ
た
り
ま
す
。

����

����
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子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
と
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー 
を
拠
点
と
し
た
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

�
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
き

　

ら
き
ら
・
に
こ
に
こ
事
業 

　
　
　
 
　

１
０
４
５
万
円

�
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み

　

育
て
る
支
援
金
支
給
事
業 

　
　
　
　
　
　

３
３
０
万
円

�
保
育
所
運
営
事
業　
 

１
億
３
２
８
４
万
円 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

　

自
ら
学
び
、
考
え
、
解
決
す
る
「
生
き
る
力
」
を
育

成
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
と
も
に
確
か
な
学
力
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
等
の
管
理
体
制
の
整

備
並
び
に
児
童
・
生
徒
・
園
児
の
安
全
確
保
対
策
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
も
地
域
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

�
心
の
教
育
推
進
事
業　
 

７
７
２
万
円

�
自
然
学
校
推
進
事
業　
 

４
０
２
万
円

�
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業　
 
　

１
０
７
８
万
円

�
大
河
内
中
学
校
体
育
館
整
備
事
業　

 

３
億
５
２
５
１
万
円

�
小
中
学
校
、
幼
稚
園
管
理
事
業

 

３
億
２
９
７
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

地
域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
と
し
て
、
犯
罪
に
対
す

る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
や
地
域
文
化
の
承
継
な
ど

地
域
の
大
人
、
そ
し
て
高
齢
者
と
子
ど
も
の
世
代
を
超

え
た
世
代
間
交
流
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
青
少
年
健
全
育
成
事
業
（
主
張
大
会
他
） 
４
６
万
円

�
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

 

１
億
６
２
４
２
万
円

�
地
域
サ
ロ
ン
推
進
事
業 

６
８
万
円

�
県
民
交
流
広
場
事
業 

２
０
万
円
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高
齢
者
・
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
に
向
け
、
公

共
空
間
の
整
備
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
活
動
へ
の
参
画

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
移
動
手
段
と
し
て
早

期
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
全
町
域
で
運
行
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。
要
介
護
者
な
ど
の
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
効
果

的
・
効
率
的
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

�
老
人
福
祉
関
係
事
業 

３
８
３
９
万
円

　
　

介
護
予
防
、
家
族
介
護
支
援
、
要
援
護
者
等
バ
ス
・

　

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
ほ
か

�
障
害
者
福
祉
関
係
事
業 

１
億
４
６
２
６
万
円

 　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
各
種
給
付
、
障
害
者

　

福
祉
計
画
策
定
ほ
か

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業 

 

２
４
６
３
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

保
健
･
医
療
・
福
祉
の
核

を
担
う
公
立
神
崎
総
合
病
院

で
は
安
全
で
良
質
な
医
療
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
各
保

健
施
設
の
連
携
に
よ
り
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
保
健
福
祉
の

拠
点
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
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住
宅
新
築
及
び
改
修
資
金
の
元
利
回
収
事
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

平
成　

年
４
月
に
神
崎
郡
で
共
同
設
置
し
た
「
ケ
ア

１２

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ん
ざ
き
」
の
管
理
運
営
、
そ
し
て
、

各
町
の
機
能
回
復
訓
練
事
業
、
各
種
の
介
護
支
援
事
業

と
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
療
育
（
リ
ハ
ビ
リ
・
保
育
）

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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等
を
包
括
す
る
神
崎
支
庁
舎
は
早
期
完
成
を
め
ざ
し
ま

す
。

�
医
療
助
成
事
業 

２
億
６
４
８
万
円

�
健
康
づ
く
り
対
策
事
業 

５
１
２
４
万
円

 　
　

各
種
予
防
接
種
、
健
康
教
育
・
相
談
、
各
種
健
康

　

診
査

�
母
子
衛
生
事
業
（
乳
幼
児
健
康
診
査
、
乳
幼
児
教
育
・

　

相
談
） 

３
１
３
万
円

�
支
庁
舎
建
設
事
業
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

 

２
億
５
８
７
９
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

 　

地
域
に
合
っ
た
総
合
的
な
防
災
計
画
の
策
定
に
取
り

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

定
住
人
口
の
増
加
対
策
の

た
め
、
優
良
宅
地
の
分
譲
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

�
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
（
貝
野
）

 

１
億
７
２
８
万
円

�
秋
桜
タ
ウ
ン
（
寺
前
）

 

２
４
１
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
全
町
域
で
計
画
的
に
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�
道
路
維
持
新
設
改
良
事
業 

２
億
１
９
０
３
万
円

�
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業 

４
１
５
万
円

�
コ
ミ
プ
ラ
施
設
改
修
事
業 

３
５
３
４
万
円

�
簡
易
水
道
施
設
整
備
（
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策
）

 

６
２
０
０
万
円

�
地
籍
調
査
、
換
地
事
業 

２
７
０
８
万
円

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
事
業 

７
６
５
万
円

�
消
防
施
設
整
備
事
業 

１
０
０
７
万
円

�
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
運
営
事
業 

５
１
４
７
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

 　

中
央
公
民
館
を
生
涯
学
習
の
拠
点
し
て
多
様
な
芸
術

文
化
に
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
と

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

�
公
民
館
教
室
（
陶
芸
、
英
会
話
、
洋
菓
子
、
絵
画
他
）

　

と
高
齢
者
大
学 

４
３
９
万
円

�
公
演
、
映
画
鑑
賞
事
業 

　

９
２
４
万
円

�
文
化
祭
、
美
術
展
事
業 

　

１
６
９
万
円

�
文
化
財
保
存
事
業
（
福
本
遺
跡
保
存
他
）

 

９
９
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
町
民
交
流
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

�
町
民
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

 

５
０
８
万
円

�
兵
庫
の
じ
ぎ
く
国
体
協
賛
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

の
開
催 

２
２
８
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

老
人
保
健
（
老
人
医
療
）
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

介
護
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

企
業
団
地
及
び
住
宅
用
地
の
造
成
、
分
譲
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

神
崎
郡
・
朝
来
市
生
野
区
域
を
事
業
対
象
地
域
と
し

て
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
共
に
医
療
保

険
事
業
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
訪
問
看
護
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

大
河
内
地
域
の
簡
易
水
道
及
び
飲
料
水
道
施
設
の
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

大
河
内
地
域
の
集
落
排
水
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


　
　

神
河
町
鍛
治
ニ
ガ
竹
の
建
設
残
土
砂
等
処
分
地
の
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

寺
前
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

長
谷
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　
　

神
崎
地
域
の
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

神
崎
地
域
の
下
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　

公
立
神
崎
総
合
病
院
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　
　

神
崎
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　
　

姫
路
か
ら
但
馬
間
で
の
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
、

休
日
夜
間
の
救
急
医
療
業
務
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
み
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団

の
統
一
と
、
こ
の
消
防
団
と

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
火

防
災
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

�
中
播
消
防
事
務
組
合
負
担
金 

 

１
億
４
８
２
５
万
円

�
消
防
団
活
動
事
業

 

１
７
３
１
万
円

�
国
民
保
護
計
画
策
定
事
業

 

２
５
０
万
円
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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平成１８年５月１日 �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

町
内
の
観
光
施
設
、
多
数
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

観
光
産
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
ま
ち
に
活
力
と
刺
激

を
与
え
様
々
な
経
済
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

�
観
光
振
興
関
係 

２
２
４
３
万
円

　
　

観
光
P
R
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
案
内
看
板
設

置
・
観
光
協
会
支
援
他

�
観
光
施
設
等
整
備
（
ホ
テ
ル
・
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
補
修
）

 

３
９
５
３
万
円

�
林
業
構
造
改
善
事
業
（
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
） 

４
億
６
３
７
４
万
円

 
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

 　

特
色
あ
る
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地
域
内

外
の
交
流
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

�
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

（
夏
ま
つ
り
、
ぐ
り
〜
ん

カ
ー
ニ
バ
ル
）

 

７
４
５
万
円

�
国
際
交
流
事
業
（
J
I
C

A
国
際
青
年
交
流
、
日
韓

青
少
年
交
流
）

 

１
８
２
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

 　

地
域
を
形
成
す
る
個
人
・
団
体
が
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
き
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
地
域
社
会
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 　

神
河
町
の
豊
か
な
自
然
を
い
つ
ま
で
も
良
好
に
保
全

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
を
監
視
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
森

林
の
も
つ
環
境
保
全
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
し
て
い
き
ま
す
。

�
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
負
担
金

 

３
億
５
２
２
９
万
円

�
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業
（
不
法
投
棄
防
止
対
策
）

 

１
９
２
万
円

�
県
民
緑
税
活
用
事
業
（
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混

　

合
林
整
備
他
） 

２
５
７
２
万
円

�
環
境
対
策
育
林
事
業 

２
５
１
７
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

 　

今
な
お
、
混
迷
を
極
め
て

い
る
農
業
に
つ
い
て
は
米
政

策
改
革
等
を
踏
ま
え
、
需
給

に
即
応
し
た
米
作
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
林
業
に
つ

い
て
は
森
林
の
整
備
を
積
極

的
に
展
開
し
、
良
質
材
の
育

成
と
国
土
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

�
農
業
振
興
関
係

 

４
２
１
７
万
円

　
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
集

落
営
農
支
援
他

�
土
地
改
良
補
助
事
業
（
農
道
舗
装
・
水
路
）

 

９
９
１
万
円

��������

�
林
業
振
興
関
係 

１
億
３
３
９
２
万
円

 　
　

森
林
地
域
活
動
支
援
、
林
道
整
備
、
風
倒
木
対
策
、

林
業
組
織
育
成
他

�
水
産
業
振
興
関
係
（
漁
業
組
合
支
援
）

 

６
０
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

国
道
、
J
R
播
但
線
を
生
か
し
如
何
に
購
買
力
を
高

め
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
地
域
の
魅
力

を
創
造
し
発
信
す
る
特
色
あ
る
施
策
を
商
工
会
と
と
も

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

 　

ま
た
、
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
積
極
的
に
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
商
業
振
興
関
係
（
商
工
会
支
援
） 

２
５
８
０
万
円

様
々
な
活
動
に
協
働
参
画
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。　

�
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業　

 

２
０
０
万
円

�
花
と
か
お
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

１
０
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

 　

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
行
政
水
準
の
維
持
、
向
上

す
る
た
め
に
は
現
在
の
事
務
事
業
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の
改

革
を
推
進
し
、
健
全
な
行
財
政
の
確
立
を
め
ざ
し
た
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

�
第
１
次
神
河
町
長
期
総
合
計
画
策
定
事
業

 

９
８
４
万
円

�
行
財
政
改
革
推
進
事
業 

１
２
６
万
円

�
集
落
排
水
・
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
へ
の

　

移
行
業
務 

１
４
７
０
万
円

�
町
民
憲
章
、
町
花
、
町
木
選
定
事
業　

３
４
２
万
円

�
町
議
会
議
員
選
挙 

１
２
６
９
万
円
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� ������������

　兵庫県では、最近の農林水産業・農山漁村をめぐ
る情勢変化等を踏まえ、今後１０年間を見通した新た
な農林水産ビジョンを策定しました。

���������

○ 県の農林水産業・農山漁村に関する施策の基本計
画
○ すべて県民の食と「農」に関する行動指針

��������	
�
　平成１８ 年度から２７年度（２０１５ 年）までの１０年間 

��������	
�

����������	
�������

　県民の皆さんとともに農林水産ビジョンを点検し、
ともに知り、ともに考え、ともに取り組み、ともに
確かめていく仕組みを循環させて、ひょうごの「農」
を生かす社会の実現をめざします。

��������	
�

��������	
������

【ひょうごの「農」を生かす２０１５年の県民生活】
○美味しくてバランスのとれた食生活がもたらす県民
の健康
○農林水産業・農山漁村を舞台にすすむ人と自然の共生
社会
○安全で新鮮、良質な「ひょうごの食」など身近にある
県産農林水産物
○人々が生き生きとくらす元気な農山漁村
○「農」の有する多面的機能に支えられた安全で豊かな
県民生活

��������	
�������
�

① 安全・安心で健康な食づくり
　　食の安全・安心、食育の推進
② 県民生活と農林水産業をつなぐしくみづくり
　　生産から消費までの連携、地産地消の推進
③ 地域の特性を生かした力強い農林水産業の展開
　　農産物・畜産物の安定生産、農業の担い手支援、
生産基盤の整備、県産花き・木材の利用促進、水
産物の安定供給、農林水産技術開発他
④ 美しい農山漁村づくり
　　活力ある農山漁村づくり、安全・安心の確保、　
　　ゼロエミッションの推進、野生動物対策
⑤ 「農」に関わる県民生活の展開
　　楽農生活、自然体験学習の推進、県民総参加の
　森づくり、農地等地域資源の保全

◆問い合わせ先　 県総合農政担当課
　　　　　　　　　�（０７８）３６２－９１９３

　農業委員会へ提出する申請書の受付は、毎月５日
までとなっております。詳しくは、上記の委員か農
業委員会事務局へお問い合わせください。　
　　�・◯ケ ３４－０９６０

職　名氏　　名集落名担当集落地区
委 員足 立 善 行作 畑新田・作畑

越
知
谷

〃前 田　 治大 畑大 畑
〃前 田 東 作越 知越 知
〃小 林 正 一岩 屋岩 屋
〃藤 原　 力山 田根宇野・山田

粟
賀
北

〃大 成 正 悟中 村中 村
〃堀 口 隆 令粟賀町粟 賀 町
〃多 田 和 男福 本福 本

会 長廣 納　 正寺 野貝野・寺野
粟
賀
南

委 員太 田 和 仁柏 尾柏 尾
〃藤 後 芳 隆加 納加 納
〃中 野　 敏東柏尾東 柏 尾
〃小 塚 哲 夫吉 冨吉 冨大　

山
〃野 田　 勉杉杉 ・ 大 山
〃小 畑　 弘猪 篠猪 篠

職　名氏　　名集落名担当集落地区
委 員徳 賀 政 宏新 野新野・比延

寺
前
東

〃鵜 野 幸 夫野 村野 村
〃田 中 宗 治鍛 治鍛 治
〃山 田 順 一大 河大 河
〃児 島 建 美寺 前寺前・上岩

寺
前
西

〃藤 原　 弘高朝田高朝田・宮野
〃立 石　 進南小田南 小 田
〃岸 本 高 明上小田上 小 田

副会長藤 原 政 勝大川原川上・大川原
長
谷

委 員大 森 勝 義本 村本村・赤田・栗

〃藤 原 則 男為 信渕・重行・
為 信 ・ 峠
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平成１８年５月１日 ��
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比
延
区　
　
　

高
朝
田
区

　

大
川
原
区　
　

峠
区　
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退
団
さ
れ
る
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
本
団
〔
２
名
〕

　
　
　
　

平
岡
則
芳　

藤
原
慎
吾

★
分
団
〔　

名
〕

３９

新　

田　

吉
田
明
広　

足
立
安
宏

越　

知　

一
宮
隆
伸　

藤
原
和
也

　
　
　
　

藤
本
政
博　

藤
本　

巌

岩　

屋　

築
山
義
弘　

奥
野
浩
樹

根
宇
野　

山
本
一
政　

原
野
公
憲

　
　
　
　

藤
原
文
和

山　

田　

河
村
朋
彦

中　

村　

村
上
克
也　

井
藤
章
弘

　
　
　
　

松
原
国
明　

難
波
晴
彦

　
　
　
　

能
年
大
次
郎　
　
　
　

福　

本　

谷
綛　

徹　

山
内
信
造

　
　
　
　

藤
澤
慶
太　

小
坂
裕
一

　
　
　
　

澄
田
龍
二

寺　

野　

岡
本
力
人　

川
本
浩
三

加　

納　

高
橋
弘
明

吉　

冨　

藤
原
智
宏

大　

山　

戸
田
敏
之　

澤
田
豪
人

猪　

篠　

岩
佐
英
晃

比　

延　

林　

威
夫

寺　

前　

立
石
徹
也

高
朝
田　

田
中
智
也

南
小
田　

小
岩
道
男　

山
内
徳
重

　
　
　
　

谷
口
博
和　

阪
本
竪
秀

　
　
　
　

小
岩
俊
介
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岩
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末
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新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
入
団
者
〔　

名
〕

５０

新　

田　

壇
上
典
宏

岩　

屋　

竹
國
圭
介

根
宇
野　

藤
原
宏
太　

秋
山　

規

山　

田　

足
立
隆
明

中　

村　

手
塚
貴
雄　

難
波
竜
也

　
　
　
　

増
山
康
佑　

足
立
翔
希

　
　
　
　

細
道
幸
司

粟
賀
町　

小
川
元
克

福　

本　

高
橋
辰
宏　

葛
尾
槙
也

東
柏
尾　

河
合
英
明　

安
田
昌
平

　
　
　
　

河
合
俊
輔　

坂
田
真
一

吉　

冨　

福
住
匡
晃

　
　
　
　

羽
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弘
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服
部
真
一

新　

野　

佐
谷
和
利　

安
保
浩
孝

　
　
　
　

奥
平
哲
也

寺　

前　

丸
山
勝
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杉
田
俊
行

　
　
　
　

加
門
真
也　

安
部
勇
一

　
　
　
　

藤
原
勇
介

鍛　

治　

小
田
勝
也　

田
中
仁
貫

上　

岩　

三
輪
佳
則

高
朝
田　

藤
原
政
教　

藤
原
丈
晴

宮　

野　

梶
原
純
一

南
小
田　

山
内
健
太　

三
谷
洋
平

　
　
　
　

日
和
一
昭　

日
和
大
輔

　
　
　
　

日
和
孝
彦　

三
浦
靖
之

大　

河　

藤
原
和
訓　

長　

谷　

長
井　

平　

中
島
有
典

　
　
　
　

高
内
和
哉　

上
垣
新
也

　
　
　
　

三
木
大
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中
島
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藤
井
知
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田
中
博
士

　
　
　
　

高
尾
慶
一
郎

　４月１６日（日）大河内中学校グラウンドで、新入団
員・幹部訓練を実施しました。
　当日、新入団員４１名、幹部２０４名が早朝から出動。中
播消防署の教官１２名から、礼式・規律、器具取扱、操
法訓練などの指導を受けました。
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副分団長分 団 長分団名副分団長分 団 長分団名
構　　　政　人松　田　和　幸大　山玉　田　康　之玉　田　智　明新　田
藤　原　哲　也渡　邊　文　明猪　篠足　立　哲　哉井　上　憲　一作　畑
藤　原　慎　司森　　　一　朗新　野前　田　直　哉井　上　恭　輔大　畑
内　川　幸　治鵜　野　哲　也野　村一　宮　直　人藤　原　康　文越　知
佐々木　克　也稲　垣　博　之比　延金　井　一　紀奥　野　好　彦岩　屋
小　寺　康　義岸　本　　　薫寺　前若　畑　雅　彦藤　原　明　範根宇野
立　垣　秀　樹石　堂　貴　識鍛　治藤　原　秀　利藤　原　正　巳山　田
西　上　尚　伯平　岡　靖　浩上　岩山　本　耕　一中　尾　　　誠中　村
浦　上　健　作藤　原　栄　一高朝田稲　垣　稔　浩橋　本　治　彦粟賀町
加　門　哲　哉立　岩　修　一宮　野難　波　義　博山　下　直　樹福　本
稲　垣　秀　則小　岩　鉄　男南小田若　松　昭　夫安　田　雅　文貝　野
森　下　政　則鴛　田　文　志上小田坂　本　淳　哉廣　納　健　正寺　野
山　下　政　恒山　口　重　樹大　河中　本　友　和井　上　和　彦柏　尾
山　名　満　男草　壁　建　之川　上倉　松　尚　史前　川　徹　夫加　納
�　内　教　男松　田　弘　一長　谷中　野　和　保竹　内　弘　起東柏尾
山　手　紀代志坂　元　邦　智栗山　下　正　利吉　田　征一郎吉　冨
中　野　成　生中　野　宏　昭渕千　葉　豪　一中　島　知　博杉
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　昭和４２年から平成１１年まで大河内町議会議員と
して８期３２年永きにわたり在職されました。
　大河内町議会副議長、産業土木常任委員会委員長、
峰山開発特別委員会委員長、水力発電所対策特別委
員会委員長を歴任され住民福祉の向上にご尽力され
ました。
　また全国町村議会議長会会長表彰、兵庫県知事表
彰などを受賞されています。
　　　　　　　　　　　（平成１８年３月３日逝去）
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　ごみを出されるときは次のことを必ず守ってください。
　�容器包装のプラスチックは、資源ごみとして再利用できるようによく水洗いをして出してください。
ただし、油などの付いた汚れたものは燃えるごみとして出してください。

　�容器包装以外のプラスチックで金属、鉄線がついているものは、金属として出してください。（特にお
もちゃ類は注意してください）
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　ごみ燃料化施設（ＲＤＦ施設）の排ガス中のダイ
オキシン類等の測定値は、下記のとおりで基準値以
下でした。（環境監視委員会に報告済）
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また騒音、振動、悪臭、周辺大気、水質の測定結果につきましても基準値以下でした。

評価基準値等
測定値

単位項目
Ｈ１８.１.２４測定Ｈ１７.７.２０測定

○０.１５０.００５０.００５� /� Nば い じ ん 濃 度

○１,３００＜１＜１�硫 黄 酸 化 物 濃 度

○２３０５４６７�窒 素 酸 化 物 濃 度

○７００１.０１１� / � N塩 化 水 素 濃 度

○０.１０.０３２０.０００００１９ng － TEQ/� Nダ イ オ キ シ ン 類

�����
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　昭和５０年から平成３年まで大河内町議会議員と
して４期１６年在職されました。昭和４５年には私財
を投じて「財団法人姫路十字会」を設立され心身障
害者、生活困窮者等の社会福祉事業に多大の援助を
されました。
　また、「前田文庫」として小学校、中学校に図書
購入の支援をされています。これらの功績を称え、
平成１７年８月に名誉町民の称号が贈られました。
　　　　　　　　　　（平成１７年１１月２９日逝去）
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１
、
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
さ
せ
、
一
人
一
人
の
個

性
を
伸
ば
し
ま
す
。

２
、「
人
権
」「
生
命
」
を
大
切
に

し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
ま

す
。

３
、
生
き
る
基
礎
と
な
る
強
い
体

力
を
培
い
、
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
力
を
つ
け
ま
す
。

４
、
体
験
学
習
を
通
し
て
、
自
ら

学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
行
動

す
る
力
を
つ
け
ま
す
。

５
、
豊
か
な
人
間
性
の
基
礎
を
つ

く
る
幼
児
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま

す
。

６
、
教
職
員
は
、
教
育
の
専
門
家

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
研
修

に
励
み
ま
す
。

７
、
地
域
社
会
や
町
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
生
涯
学
習
活
動
を
工

夫
し
ま
す
。

８
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
、
信
頼
関
係
を
強
め
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
す
。
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※
上
小
田
小
学
校
が
寺
前
小
学
校

と
統
合
し
ま
し
た
。
現
在
、
町

内
に
は
幼
稚
園
７
園
、
小
学
校

７
校
、
中
学
校
２
校
、
県
立
高

等
学
校
１
校
が
あ
り
ま
す
。

※
閉
校
に
な
っ
た
上
小
田
小
学
校

の
立
派
な
校
舎
を
生
か
し
て
、

教
育
・
文
化
活
動
に
活
用
し
ま

す
。
当
面
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な

ど
地
元
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、
県
内
の
大
学
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
利
用
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

※
旧
越
知
谷
第
二
小
学
校
は
、
改

造
し
て「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
平
成

　

年
度
か
ら
全
国
か
ら
山
村
留

１９学
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。
現
在
、

越
知
谷
小
学
校
で
は
、
里
親
方

式
（
家
庭
で
子
ど
も
を
預
か
っ

て
い
た
だ
く
）
に
て
、
大
阪
、

神
戸
か
ら
、
３
名
の
山
村
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

※
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

れ
の
中
で
、
数
年
の
う
ち
に
小

学
校
で
英
語
を
教
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度

よ
り
各
週
１
回
、
全
小
学
校
で

初
歩
的
、
基
礎
的
な
英
語
（
英

会
話
）
教
育
を
取
り
入
れ
ま
す
。

※
通
学
時
、
特
に
下
校
時
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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※
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

各
集
落
に
お
い
て
「
地
区
別
人

権
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
区
長
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
地
域
の
文
化
財
の
顕
彰
に
努
め

ま
す
。
現
在
、
福
本
遺
跡
（
播

磨
地
域
で
も
っ
と
も
古
い
旧
石

器
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、

続
い
て
縄
文
、
弥
生
、
奈
良
時

代
の
遺
物
が
た
く
さ
ん
出
て
い

る
貴
重
な
複
合
遺
跡
で
す
。）の

遺
物
を
整
理
し
、
報
告
書
の
作

成
を
急
い
で
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
町
内
の
寺
社
建
築
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
巨
樹
・

巨
木
等
天
然
の
文
化
財
に
つ
い

て
も
顕
彰
し
ま
す
。
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下
校
時
に
お
け
る
低
学
年
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し
て
、

高
学
年
の
子
ど
も
と
一
緒
に
下
校
す
る
ま
で
の
時
間
、
交
流
活
動
等

を
通
し
て
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
の
活
動
を
見
守
る
。

�
�
�
�　

小
学
１
・
２
年
生
の
希
望
者

�
�
�
��

月
曜
日
・
金
曜
日�

午
後
２
時
頃
〜
午
後
４
時
頃

　
　
　
　
　

火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日　

午
後
３
時
頃
〜
４
時
頃

�
�
�
�　

粟
賀
小
学
校　

１
年
生
の
教
室
・
運
動
場

�
�
�
�　

一
日
２
〜
３
人
で
の
子
ど
も
の
安
全
管
理

　
　
（
特
に
何
か
を
教
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
児
童
の
話
し
・

遊
び
相
手
を
お
願
い
し
ま
す
。
昔
遊
び
や
本
の
読
み
聞
か
せ
等
を
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。）
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教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　

�　

３
４
―
０
９
６
９

　
　
　

有
線　

５
―
２
６
２
０　

旧越知谷第二小学校校舎

 大畑大スギ



平成１８年５月１日 ��
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地域の話題、イベントがありましたら情報広報課（� 32 － 2752）
までお知らせください。

��������

　４月１６日（日）東柏尾区の桜華園で桜まつりが
行われ、町内外から約６００名の来訪者でにぎわいま
した。絶好の花見日和となった園内では、町内グ
ループなどの協力によるステージイベントやバザー
出店が、咲き競う桜とともに春の一日を盛り上げま
した。

���������	
����	����

　今年３月３１日をもって閉校（園）されました、神河町立上
小田小学校・幼稚園の閉校（園）式が、３月２５日（土）晴天
に恵まれ、来賓、歴代教職員、地元区長様はじめ地元の方々、
約２００名のご出席のもと行なわれました。
　式典では、町長式辞、教育委員会告示、学校（園）長あいさ
つのあと、学校長から教育長へ、教育長から町長へ校旗が返還
されました。その後、議会議長及び寺前小学校長のあいさつ、
在校生のオカリナの演奏による「さよなら　私たちの上小田小
学校」のアトラクションが行われ、最後に、全員による校歌斉
唱で式典を終了しました。
　４月より、上小田地区の小学生、幼稚園児はそれぞれ寺前小
学校、幼稚園に通学（園）しています。
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指
定
・
種
別 

神
河
町
指
定
有
形
文
化
財　

史
跡

 
 
指
定
年
月
日 

平
成　

年
３
月
２
日

１３

 
 
所

在

地 

神
河
町
寺
前
字
城
山

　

所
有
者
・
管
理
者　

３
基
―
最
明
寺
所
有
・
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
基
―
個
人
所
有
・
管
理　

　
　

寺
前
小
学
校
の
背
に
そ
び
え
る
城
山
（
し
ろ
や
ま
）
の
山
麓
に
は
４
基

の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
と
は
古
墳
時
代
（
今
か
ら
約
１
７

０
０
年
〜
１
３
０
０
年
前
の
鉄
を
多
く
使
っ
た
武
器
や
鎧
を
つ
く
っ
て
武

力
で
人
々
を
支
配
し
た
時
代
の
こ
と
）
に
多
く
の
土
を
盛
り
上
げ
て
つ

く
っ
た
墳
丘
を
も
つ
墓
の
こ
と
で
す
。
城
山
に
あ
る
４
基
の
古
墳
は
古
墳

時
代
後
期
の
６
世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
を
も
つ
円
墳
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら
は
須
恵
器
、
馬
具
、
刀
剣
、
鉄
鏃

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
世
（
今
か
ら
約
１
０
０
０
年
〜
５
０

０
年
前
の
平
安
か
ら
安
土
桃
山
時
代
ま
で
の
こ
と
）
に
は
山
城
が
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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�� ��　平成１８年６月３日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　１７：００～
�� ��　神崎体育センター
�����

　　各チーム内における登録選手の数は、小学生
４名以上・大人２名以上の合計１２名以内とし、
男女数の内訳は自由とします。
��������	

　�競技規則
　・小学生４名、大人（学生を除く）２名が常時
出場しなければなりません。

　・６人制小学生バレーボール・フリーポジショ
ン制競技規則を採用します。

　・大人の攻撃には特別ルールとして制限を設け
ます。

　�競技方法
　　　申し込みチーム数により試合方法を決定し
ますが、予選は各チーム最低２試合が出来る
ように組み合わせします。

�� � � �

　　子どもは小学生の男女、大人は学生 (中学 ･
高校 ･大学 ･専門学校 ) を除く男女。
�� � �

　１チーム　１,０００円（傷害保険料含む）
�����

　　５月２４日（水）までに教育委員会へ申込み
ください。

城山群集墳１号墳正面

城山群集墳３号墳内部
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平成１８年５月１日 ��
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そ　の　他と　こ　ろ受付時間と　き対　象　者行　事　名

妊娠届、印鑑を持参大 河 内 保 健
福祉センター１３：３０～１３：４５５月１０日�妊娠の届出をされ

る方
母子健康手帳
交 付

＊個別に案内します神崎総合病院１５：００～１５：３０５月２６日�
生後３ヵ月児

３ ヵ 月 健 診
Ｈ１８．２月生まれ

就学前のお子さんで、
相談希望の方はご参
加ください

き ら き ら 館
（遊戯ホール）１３：３０～１４：３０５月１２日�

７ヵ月児・１歳児すくすく相談
（乳幼児相談） Ｈ１７．９・４月生まれ

＊個別に案内します大 河 内 保 健
福祉センター１３：３０～１４：３０５月２４日�

２歳１・２ヶ月児２ 歳 児 む し 歯
予 防 教 室 Ｈ１６．３月４月生まれ

＊個別に案内します大 河 内 保 健
福祉センター１３：００～１３：３０５月 １１日�

３歳２・３カ月児
３ 歳 児 健 診

Ｈ１５．２・３月生まれ

＊個別に案内します大 河 内 保 健
福祉センター１３：３０～１４：００５月２５日�

４歳児
４ 歳 児 相 談

Ｈ１４．４～６月生まれ

予約制です。
相談希望の方はご連
絡ください

大 河 内 保 健
福祉センター１０：００～１２：００５月２４日�希望される方育 児 相 談

神 河 町 健 康
増進センター９：００～１２：００５月 ２日�一般住民健 康 ・ 福 祉

なんでも相談

　この春、ケアステーションを卒業していく子ども
たちの門出を祝う意味を込めて、電車を利用して姫
路のまちの散策へ出かけました。
　姫路ではグループ行動でしたが、ある子どもは、
お小遣いを握りしめ、真っ先におもちゃ屋さんへ。
自分の気に入ったおもちゃを見比べて、ひとつのお
もちゃを選びました。
　レジに持っていくと、なんとお金が足りません。
何度も何度も財布の中身を確認しますが、いくら数
えてもお金は足りません。最後にはおもちゃ屋さん
の床で全財産を広げてみましたが、それでもお金は
足りませんでした。
　子どもが悩んで大騒ぎをしている間、お店の方は
いやな顔ひとつせず、子どもの様子を温かく見守っ
て下さっていました。この配慮のおかげで、十分に
考える時間を与えていただき、子どもは自分で納得
するまで悩むことができました。そして、お小遣い
の範囲で買えるおもちゃを選ぶという、自分なりの
答えを出すことができました。

　周りの状況によっては、このようなやりとりが難
しい場合もあるかもしれません。時には厳しいこと
ばかけや対応をされるかもしれません。しかし、子
どもたちにとってはそれも大切な経験です。
　私たちは、『失敗させないように』と先回りをして
しまいがちですが、子どもたちはこれまでの生活の
なかで、大人が考える以上にたくましくなっていま
す。だから成功はもちろん、失敗も成長の糧にする
力を持っているはずです。
子どもたちに
とって、失敗
できる環境や
機会があると
いうことも大
切なことなの
かもしれませ
んね。

� � � � � �
受付時間と こ ろと　　　き対象年齢対象地区と回数予防接種名

１３：１５～１３：４５大河内保健
福祉センター

５月１０日�Ｈ１７． ２． １～７．３１大河内地区２回目

ポ リ オ
５月１７日�Ｈ１７． ８． １～　　

　　　Ｈ１８． １．３１
大河内地区１回目

１３：００～１３：３０きらきら館
５月２３日�神崎地区　１回目
５月３０日�Ｈ１７． ２． １～７．３１神崎地区　２回目

※対象者には、個別にご案内いたします。
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①�は洗って、ザルにあげ３０分おく。
②����は、できるだけ細かいみじん切りにする。
③米に�、���������を加えて混ぜ、普通に炊く。
④���は袋に入れて、細かくもむ。
⑤��は、ゆでて細かく刻む。
⑥��は軽くあたためる。
⑦�������はさっと水洗いする。
⑧炊き上がったご飯に、④⑤⑥⑦を混ぜる。
　　　　　　　　　　　　　　（こそだてサロンレシピより）
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エネルギー ２７８Kcal
塩　分  ０.５�
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３
月　

日
（
日
）、
町
長
が
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
本
田
一
榮
さ
ん
（
鍛
冶
）

１９

を
訪
問
し
、
お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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　公立神崎総合病院では、日本看護協会
が推進している「まちの保健室」事業を
病院のホームページに開設しました。健
康、子育て、介護などの相談をメールに
より看護職がお答えします。お気軽にご
相談ください。
ホームページ
　http://www.town.kamikawa.hyogo.
　　　　　　　　　　　jp/kanzaki-hp/

メールアドレス
　kango@mail.town.kamikawa.hyogo.jp

調味料
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　神河町、市川町の２町で運営し
てきました神崎郡北部病院事務組
合が３月３１日で解散となりまし
た。
　この事務組合では、公立神崎総
合病院事業と休日・夜間の救急医
療業務をおこなう神崎休日夜間診
療所事業、そして施設入所介護や
通所サービスを提供する神崎介護
老人保健施設事業を運営してきま
したが、平成１８年４月１日からは、
神河町が運営することとなりまし
た。
　これらの事業は今までと変わり
なくご利用いただけます。今後は、
よりいっそう地域住民のみなさま
の医療や健康福祉の充実を図って
いくように取り組んでまいります。

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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内　　　　容時　間月　日

趣味講座�
　（俳句・短歌・書道・民謡・
　 園芸・ちぎり絵）

１３：００　
～１５：００５月１１日�
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内　　　　容時　間月　日

趣味講座�
　（書道・民謡踊り・ちぎり
　 絵・茶道・華道、歌謡・
　 若返り・押し花絵・園芸）

９：３０　
～１１：３０

５月２５日�
（バスの送迎あり）
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時　間月　　　　日教　室　名

１３：３０～５月２０日�　開級式絵 画 教 室

１３：３０～５月１８日�　開級式陶 芸 教 室
（長谷支所横陶芸作業棟）

１９：３０～５月１６日�　 開級式英会話教室（初級）

１０：００～
５月１３日�　開級式
５月２０日�　�
５月２７日�　�

着 付 け 教 室
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内　　　　容時　間月　日

「食生活について」
和田山クッキングスクール　　
　　　　　������先生

１３：３０　
～１５：００

５月２５日�
（講師の都合で

変更）
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時　間月　　　　日教　室　名

１０：００～
８：００出発

５月１２日�　開級式　
５月２４日�　�（館外）古 文 書 教 室

９：３０～５月１３日�　開級式　ハ ー ブ 教 室

神崎公民館のロビー展より（４月）
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内　　　　容時　間月　日

開講式１０：００　～１０：２０５月１１日�
（両学級合同） 教養講座�　「平成１８年度神河町町政の展望」　　町長　�����１０：３０　～１１：３０
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日　時　
　５月１４日（日）
　１回目　１０：００～
　２回目　１４：００～
場　所　中央公民館　グリンデルホール
鑑賞料（前売り券好評発売中）（当日券は各１００円増し）
　　　　大人　７００円　小人　４００円（高校生以下）
主　催　中央公民館・社会福祉協議会
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日はまた昇る ビル・エモット
 （吉田利子　訳）
夜回り先生こころの授業
 水谷　　修
博士の愛した数式 小川　洋子
司馬遼太郎と城を歩く 司馬遼太郎
司馬遼太郎短編全集� 司馬遼太郎
ズッコケ中年三人組 那須　正幹

司馬遼太郎短編全集� 司馬遼太郎
功名が辻（前編） ＮＨＫ放送出版協会
銀齢の果て 筒井　康隆
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スープ・オペラ 阿川佐和子
国家の品格 藤原　正彦
タリズマン （上・下）

  グラハム・ハンコック
平成大合併日本新地図　　　小学館
野村ノート 野村　克也
さおだけ屋は なぜ潰れないのか？
　身近な疑問からはじめる会計学　
 山田　真哉

������

��������������

������������	


● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●������

��������

 　「客観的に、本書が孫によって書かれる意味はあったんだろ
うか。漱石という存在が、百年後のこの社会でどんなふうに見
え、どんな文脈で読まれるか。それを三代目の距離から示唆す
ること。――」（あとがきより）
 既刊の「漱石の孫」に続き、今度は漱石が残した名作群の批評
に初めて挑む。マンガ批評家である孫が祖父・漱石の文学をど
う読むのか�

　運命の数式。命がけの純愛が生んだ犯罪。これほ
ど深い愛情に、これまで出会ったことがなかった。
男がどこまで深く女を愛せるのか。どれほど大きな
犠牲を払えるのか。天才数学者でありながら冴えな
い高校教師に甘んじる石神は、愛した女を守るため
完全犯罪を目論む。真実に迫る友人の天才物理学者
湯川との頭脳戦は、最後の最後まで息をもつかせぬ
真剣勝負。ラストシーンが心を揺さぶる、２００５年 
第１３４回 直木賞受賞作品です。
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開
店
の
看
板
春
日
に
浮
き
立
ち
ぬ 

大
仲
美
津
子

目
刺
焼
く
ボ
ー
ル
遊
び
を
子
が
せ
が
む 

草
壁　

美
江

春
連
れ
て
陽
気
な
妹
や
っ
て
来
る 

立
岩
あ
や
子

孫
の
描
く
女
雛
ウ
イ
ン
ク
し
て
居
り
ぬ 

福
岡
ま
ゆ
み

遠
足
の
子
ら
の
か
た
ま
り
弾
け
た
り 

藤
田
千
代
子

春
耕
や
上
着
を
畦
に
脱
ぎ
捨
て
ぬ 

北
條　

静
香

夫
逝
き
て
金
婚
記
念
の
梅
開
く 

大
和　

初
子

振
り
返
る
ま
な
び
や
末
っ
子
卒
業
す 

吉
岡
智
恵
子

乳
の
香
の
残
り
し
部
屋
や
春
め
き
ぬ 

浅
田　

咲
子

春
耕
の
鍬
土
そ
ぎ
て
洗
ひ
け
り 

上
野　

綾
子

や
ま
び
こ
の
声
は
っ
き
り
と
冴
返
る 

岸
口
多
津
子

無
視
す
れ
ば
野
猿
が
声
か
く
春
の
畑 

立
岩
つ
や
子

梅
が
香
や
孫
の
ほ
っ
ぺ
は
ピ
ン
ク
色 

田
中　

文
子

春
を
よ
ぶ
絵
手
紙
孫
の
声
あ
ふ
れ 

藤
原　

彰
子

独
楽
回
し
孫
の
手
さ
ば
き
か
っ
こ
よ
く 

吉
岡　

幸
子
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雪
の
日
は
消
音
効
果
の
あ
る
ら
し
く

　
　
　
　
　
　

音
な
く
赤
き
電
車
の
過
ぐ
る 

神
保
原
廣
己

別
府
温
泉
の
血
の
池
地
獄
の 
傍 
に

か
た
わ
ら

　
　
　
　
　
　

竜
巻
起
る
を
今
か
と
待
て
り 

森　

ま
さ
子

し
な
や
か
に
「
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
」
を
演
じ
た
る

　
　
　
 　
　
   
荒
川
静
香
に
メ
ダ
ル
輝
く 

森　

つ
や
子

落
葉
し
て
明
る
く
な
り
し
山
道
に

　
　
　
　
　
  　

小
鳥
が
冬
の
光
り
つ
い
ば
む 

山
本
八
重
子
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下
校
の
子
あ
い
さ
つ
く
れ
し
あ
た
た
か
し　
　
　
　
　

森　

美
智
子

前
菜
に
わ
ら
び
添
え
あ
り
旅
の
膳　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

次
女

今
日
明
日
は
予
定
無
き
身
や
暖
か
し　
　
　
　
　
　
　

河
村　

少
紅

わ
ら
び
出
る
山
を
な
が
め
て
老
の
日
　々
　
　
　
　
　

中
野　

緑
葉

※
一
般
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

作
品
を
中
央
公
民
館
ま
た
は
神
崎
公
民
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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　図書室でお調べになり、見つからなかった図書や専門書については、兵庫県立図書館から託送による協力貸出システ
ムがあります。神崎公民館窓口で御相談ください。但し、本が届くまで２週間以上かかる場合がありますので御了承く
ださい。　
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遊戯ホール開講式・ともだち
いっぱい１１日合　同

木
曜
日

親子
ふれあい教室
１０：００～
　１１：３０

グリーン
エコー

こいのぼりを見に
行こう２４日第１・３

水
曜
日

遊戯ホール紙粘土で遊ぼう１８日第１・３木
曜
日 グリーン

エコー
こいのぼりを見に
行こう２５日第２・４

遊戯ホールお母さんと一緒に
遊ぼう９日合　同

火　

曜　

日

にんじん
クラブ
１０：００～
　１１：３０

きらきら
館周辺

おさんぽ・おさん
ぽ２３日元気組

こいのぼりいっぱい１６日
なかよし

遊戯ホールお母さんと一緒に
遊ぼう３０日

創作室
１９日（第３金曜日）　
　フレッシュママ（妊娠中の方）と赤ちゃん
（０歳児）親子のくつろぎタイム

たんぽぽくらぶ
１０：００～
　１１：３０

神崎体育
センター

１２日　・　２６日
２歳児　１０：００～
３歳児　１１：０５～

金
曜
日

親子
ハッピー体操

保健福祉センター開級式９日５グループ合同
火
曜
日グループ活動

１０：００～
１１：３０

センター
長　　谷

始めましての会１６日きりん
始めましての会２３日ひよこ
バザー委員会３０日バザー委員
始めましての会１１日こぐま木

曜
日 始めましての会１８日うさぎ

始めましての会１２日えぷろんママ金曜日

南小田
農村環境
センター

１５日（月）
　１０：００～カレンダー作り

ぽ っ か ぽ か

自由参加
活　　動
１０：００～
１１：３０

本村公民館 １日（月）本村ミニデイ
　参加の皆さんとの交流

ふれあいカレンダー作り

センター
長　　谷

１７日（水）・３１日（水）
　自由解放日にこにこランド

保健福祉
センター

２５日（木）
　わらべうた遊び・ お誕生会にこにこタイム

町民体育館
（長谷）

１９日（金）
　２歳児１０：００～
　３歳児１１：０５～

親子ハッピー体操
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☆子ども達が「お母さんのご飯が一番おいし
い」と言ってくれる事
★「突っ張り棒」をつかわせたらすごい�
☆いろんな話をしながらお茶を飲める友だち
がたくさんいる事 
★自分の都合で子どもを人に預けない
☆炊きたてのご飯をまず１番に食べられる
★お義母さんと同居している事
☆この年で（２９才）身長が１.５㎝ 伸びた事
（体重も増えるけど。）
★７年目で同居が苦じゃなくなって心が広く
なった事
☆独身時代の職業柄、１０人程度芸能人を知っ
ている
★６時間続けて車を運転して、血圧が上昇し
たのがわかる時
☆平気で３人子どもを産めた事（痛みに強
い？）
★（１つを除いては）人生思いどおり・・
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　子どもは可愛いけど、まだ小さいし何をして
遊んであげたらいいかわからない…こんなこと
ありませんか？今回は、子育てが２倍も３倍も
楽しくなるとっておきの親子遊びを大公開。休
日ですのでファミリーでご参加ください。お父
さんと子どものペアも大歓迎です。

 日 時 　６月３日 ( 土 )
 場 所 　神河町町民体育館（長谷）
 内 容 　室内で楽しめる親子遊び
 講 師 　生涯サポートセンター　榎本英樹 先生
 対 象 　１歳～幼稚園までの子どもと保護者
参 加 費 　無　料
 持 ち 物 　体育館シューズ・お茶・タオル
申し込み　電話でどうぞ（�３５－０６７７　神河町
　　　　　子育て学習センター　にこにこ教室）
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日時・場所　５月１０日（水）　きらきら館
　　�������������������
���������������������
���������������������

※お休みの場合はきらきら館（�３２－２４１０）　
　まで連絡してください。
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「
お
母
さ
ん
。
た
だ
い
ま
。」

　
「
お
か
え
り
。
美
里
。」

　

こ
の
言
葉
が
、
私
は
大
好
き
。

　

こ
の
言
葉
が
返
っ
て
く
る
木
曜

日
が
大
好
き
。
木
曜
日
は
、
お
母

さ
ん
の
仕
事
が
早
く
終
わ
る
日
。

昼
か
ら
と
て
も
楽
し
み
。「
早
く

時
間
が
た
た
な
い
か
な
。」「
早
く

３
時
に
な
ら
な
い
か
な
。」
と
、
帰

る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
し
ま
う
。

　

だ
か
ら
、
帰
り
道
は
早
歩
き
を

し
な
が
ら
帰
る
。
と
き
に
は
、
走

る
こ
と
も
あ
る
。
早
く
帰
っ
て

い
っ
ぱ
い
話
が
し
た
い
。
お
母
さ

ん
と
夕
ご
は
ん
の
買
い
物
に
も
行

け
る
。

「
お
母
さ
ん
、
お
た
よ
り
も
ら
っ

て
き
た
で
。」

「
あ
あ
。
宿
題
せ
な
あ
か
ん
。
い

や
や
な
。」

と
、
つ
い
つ
い
お
母
さ
ん
に
あ
ま

え
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
、

私
た
ち
よ
り
早
く
起
き
て
、
３
人

分
の
夕
食
を
作
っ
て
か
ら
仕
事
に

出
か
け
る
。
朝
早
く
仕
事
に
出
か
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�

け
、
夜
に
帰
っ
て
く
る
。
つ
か
れ

て
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
う
け
れ
ど
、

私
た
ち
に
そ
ん
な
顔
は
あ
ま
り
見

せ
な
い
。

　

そ
ん
な
お
母
さ
ん
に
、
私
は
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、
い
じ
め
て
き

た
あ
。」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
言
う
こ
と
聞
い

て
く
れ
へ
ん
。」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
・
・
・
・
・
。」

と
、
次
々
に
私
の
こ
と
ば
か
り
お

し
つ
け
て
し
ま
う
。
帰
っ
て
き
た

ば
か
り
の
お
母
さ
ん
に
、
つ
い
つ

い
自
分
の
わ
が
ま
ま
ば
か
り
言
っ

て
し
ま
う
。
い
ろ
い
ろ
と
仕
事
で

大
変
だ
ろ
う
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど

お
母
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
つ
い
つ

い
言
っ
て
し
ま
う
。

　

お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
味
方
に

な
っ
て
く
れ
る
。
と
き
に
は
、
お

こ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
。

　

お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
仕
事

は
大
変
だ
ろ
う
け
ど
体
に
気
を
つ

け
て
が
ん
ば
っ
て
ね
。
私
も
、
わ

が
ま
ま
を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て

が
ん
ば
る
よ
。

「
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」

　
　
　
　
（
か
ん
ざ
き
の
子　

第　

号
４２

　
　
　
　
　

学
年
は
昨
年
の
も
の
で
す
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
権
に
関
す
る
作
文

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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粟
賀
小
学
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４
年
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　おとなりの国のことばを少しでも話せたら・・・
宋　先生に丁寧に指導してもらっています。
多くの方の入会を、お待ちしています。

活動日　毎月　第２・第４土曜日
時　間　１１：００～１２：００
場　所　神崎公民館
講　師　宋　　栄芬　先生
　　　　王　　永健　先生　
代　表　宮本　吉春

　囲碁の普及と振興をとおして、会員相互の親睦と
交流をはかっています。

活動日　毎週　水曜日・日曜日
時　間　１３：００～１７：００
場　所　神崎公民館
講　師　上田　邦徳　先生　
代　表　新海　岩雄

　　◆上記のサークル会員募集中�
　　　詳しくは、神崎公民館まで・・

町長杯囲碁大会
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季節の本の読み聞かせ
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・実費　・エプロン　・三角巾　・軍手
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平成１８年５月１日 ��
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　自動車税の納期限は５月３１日（水）です。
納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、郵便局
または県税事務所で５月３１日までにお忘れなく！
ー兵庫県・県民局県税事務所ー
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　石綿（アスベスト）を取り扱う作業に従事したこ
とにより、中皮腫や肺がん等を発症し死亡した方の
遺族で時効により労災保険法による遺族補償給付が
受けられなかった方に対する給付請求書の受け付け
が開始されました。
請求できる方
　　平成１３年３月２６日以前に、石綿を取り扱う作
業に従事し中皮腫や肺がんで死亡した方の遺族
提出先　石綿を取り扱った最終事業所を管轄する労
　　　　働基準監督署
　詳しくは、兵庫労働局労働基準部労災補償課　
（�（０７８）３６７－９１５５）または最寄りの労働基準
監督署まで
※また、石綿を取り扱う作業に従事しないで、環境
によって発症した方や遺族の方については、医療
費等の救済給付が支給されます。詳しくは独立行
政法人環境再生保全機構（�０１２０－３８９－９３１）
まで
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　少年相談は子どもの問題であると同時に親の問題
でもあります。子どもに行動上の問題のきざしがあ
れば、早い時期に相談してください。
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問い合わせ����

�����
　９：００～１２：００　　　１３：００～１６：００

��������

毎週　月・水・金
�２６－１０１０
　（内線　６３０・６３１）

��������

　毎週　水曜日
※事前にお電話くださ
　い

　神崎郡青少年補導センターは青少年の非行化防止
健全育成を関係機関・関係団体と連携、協力しなが
ら、総合的に推進しております。

　　神崎郡青少年補導センター
　　　　　神崎郡市川町西川辺１７７
　　　　　　　�２６－１０１０（内線６３０．６３１）
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　放置駐車についての使用者責任の拡充や、放置車
両の確認と標章の取付けに関する事務（確認事務）
の民間委託等を内容とする新しい駐車制度が、６月
１日からスタートします。
����������	


�確認標章（ステッカー）が取付けられた車両につ
いて、運転者の責任追及ができない場合、放置車
両の使用者に放置違反金（反則金と同額）の納付
が命ぜられる場合があります。
�放置違反金の納付を繰り返し命ぜられた車両の使
用者に対しては、一定期間、車両の使用を制限す
る命令がなされます。
���������	


�放置違反金を滞納して公安委員による督促を受け
た者は、滞納状態が解消されない限り、車検手続
きを完了することができません。
���������	�
���

�駐車時間の長短にかかわらず、ステッカーの取付
け対象とします。
���������	


�警察官以外に民間の「駐車監視員」が巡回します。
�民間委託を行う警察署については、駐車監視員が
重点的に取締りを行う場所、時間帯などを定めた
ガイドラインを公表します。
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　先に、各区長から推薦をいただきました「人権文
化推進員」を対象に、委嘱状の交付式と研修会を開
催します。
　「人権文化推進員」には、それぞれの地域において、
区長と連携のもと住民の人権意識を高め、地域の
リーダー的な役割を果たしていただきます。
 と き 　５月１３日（土）１０：００～
 と こ ろ 　神河町中央公民館　グリンデルホール
 対 象 者 　町内人権文化推進員・各区長
 講 師 　前神河町教育指導員　内山忠弘先生
 問い合わせ 　教育委員会社会教育課
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　神河町野球協会主催の「２町合併記念町民野球大
会（町長杯大会）」を開催します。参加希望チーム
は事務局までご連絡ください。
 と き 　６月４日（日）
 と こ ろ 　はにおか運動公園グラウンド
　　　　　　　　　　　　　（町民グラウンド）
 参 加 料 　町内チーム５,０００円（町外１０,０００円）
 連 絡 先 　神河町野球協会事務局
　　　　　　�（３４－０００１、３５－０００１、３２－１２２２）
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　新田ふるさと村では西播磨最高峰千ケ峰の登山を
予定しております。風薫る季節、新緑のシャワーを
浴びながら登山を楽しんでいただき、ふるさと村へ
降りてこられたら播磨そば処「千ケ峰」の本格手打
ちそばを味わっていただきます。
 と き 　５月２１日（日）１０：００～１５：００ころ
　　　　　　受付９：３０より
参加費用　６００円（保険、そば代含む）
申し込み　新田ふるさと村までお電話で 
　　　　　　　� / ◯ケ ３３－０８７０
※当日は、受付を済が済み次第、各自出発していた
だきます。昼食は各自ご持参ください。頂上付近
でお昼になる予定です。
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 と き 　７月２２日（土）　１９：００開演
 と こ ろ 　中央公民館　グリンデルホール
 鑑 賞 費 （前売券・全席指定席）
　　５月下旬（新聞チラシでお知らせします。）
　　　　　大　人　　２,０００円
　　　　　小　人　　１,０００円（高校生以下）
　　　　　親子ペア　２,５００円（大人１人と小人１人）
　　　　　（当日券は各５００円増し）
 内 容
　　町内の多くの人の希望で開催するコンサートで
す。本町にも過去３回来演し、バロック音楽から
ジャズ・シャンソンまで幅広く活動しているテレ
マン室内管弦楽団。
　　今回は、ベテラン歌手ペギー葉山をゲストに迎
え、その数々のヒット曲をトークとともにお贈り
するすばらしいステージです。
　ぜひご鑑賞くださいますようご案内いたします。
 主 催
　　神河町・神河町中央公民館
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　架空請求ハガキが週末に届いたり、ク－リング・
オフの期限が週末になっているなど、消費者問題に
ついて緊急のアドバイスを必要としている県民の皆
さんのために兵庫県と神戸市が共同で、週末消費生
活相談ダイヤル (電話相談 ) をスタ－トします。
 (社 )全国消費生活相談協会の相談員がク－リング・
オフの方法などを電話でアドバイスします。お困り
方はお気軽にお電話ください。
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     ( 携帯電話からの相談はお受けできません )
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　「△△料金が未納となっており、至急連絡するよ
うに」「連絡がない場合は裁判する」　「給料を差し押
さえる」など、不安をあおる脅し文句が書かれた利
用した覚えのない請求ハガキが届いたとの苦情が多
発しています。
●これは、何らかの方法で個人情報を入手した者が
不特定多数の人にハガキを送りつけ、受取った人
が不安になるようにして、電話をかけさせる架空
請求です。　
●相手はあなたの住所と名前しか知りません。新た
に電話番号など個人的な情報を知られると、今度
は電話で請求してくることが予想されます。一度
支払ってしまうと次々と督促されます。相手には
絶対連絡しないとことが大切です。
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神崎総合病院
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���神崎公民館
���長谷支所
���グリンデルホール
���きらきら館
���保健福祉センター

���健康増進センター
���神崎保育園
���温水プール
���役場本庁
���神崎支庁舎
���はにおか運動公園
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「
花
の
あ
る
風
景
①
」

　

東
柏
尾
の
桜
花
園
前
の
風
景
で
す
。
近
く
の
桜

華
園
・
い
ち
ご
園
に
来
ら
れ
た
方
も
き
っ
と
こ
の

花
々
の
歓
迎

を
受
け
、
喜

ば
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ

う
。　
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